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○ 自立活動の内容（６区分27項目）の考え方 

自立活動の内容（６区分27項目）は、具体的な「指導内容」の要素となるものです。し

たがって、一人一人の児童生徒に設定される具体的な指導内容は、実態把握を基に、６区

分27項目から必要な項目を選定し、それらを相互に関連付けて設定します。 

 

自立活動の内容（６区分27項目）は全

て取り扱うのですか？ 

 

 

 

 

 

 
 詳しくはこちら   

自立活動の指導内容を設定するまでの流れ 

●イメージ図 

 

 

 

 

●具体例（自閉症・情緒障がい特別支援学級の児童） 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４ 

   

興味のある話を

繰り返すことに固

執してしまい、次

の活動への取組や

場面を切り替える

ことが難しい。 

興味のある話ができ

る時間帯や回数をあら

かじめ決めたり、自分

で予定表を書いて確か

めたりして、見通しを

持って落ち着いて取り

組めるよう指導する。 

４ 環境の把握 

(5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 

３ 人間関係の形成 

(3) 自己の理解と行動の調整に関すること。 

２ 心理的な安定 

(2) 状況の理解と変化への対応に関すること。 

 自立活動の内容（６区分27項目）は、各教科

等のようにその全てを取り扱うものではなく、

個々の児童生徒の実態に応じて必要な項目を選

定して取り扱います。 

Ａ４ 

内容（６区分 27項目） 実態を基に項目を選定し関連付ける 一人一人の指導内容を設定する 
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